
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年度事業報告書 

 
 

 

 

 

 

 

 

自 ２０２０年  ４月 １日 

至 ２０２１年 ３月３１日 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会 

 

  



 

 

公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会 

２０２０年度事業報告書 

（２０２０年４月１日から２０２１年３月３１日まで） 

 

１ 博覧会の計画に関する事業の準備 

（１）登録申請書及び基本計画の策定に向けた準備 

・登録申請書の計画的な準備 

 ２０２０年１２月１日 ＢＩＥ総会にて、登録申請書の承認を受けた。 

・基本計画の策定に向けた着実な準備の推進 

 ２０２０年５月２９日 「People’s Living Lab 促進会議」中間報告を公開 

     ２０２０年１２月２５日 基本計画の策定・公表を行った。 

 

（２）各種計画の策定に向けた計画的な準備 

 運営計画、会場整備計画、交通対策・輸送計画等の各種計画の策定に向けた必要な調査

や検討等を進めた。 

２０２０年７月１３日に会場デザインプロデューサー（１名）、会場運営プロデューサー

（１名）、テーマ事業プロデューサー（８名）を決定、発表記者会見を実施、プロデューサ

ーとの各種検討を着実に進めた。 

２０２０年７月１日に第１回感染症対策検討会議を開催し、万博における感染症対策に

ついて検討を実施した（年度内に３回開催）。 

来場者輸送計画検討会において、輸送計画(案)の検討を行った。引き続き輸送対策案を

具体化するため、来場者輸送対策協議会の設置に向けた調整を行った。 

２０２０年１１月２０日、合同会社ユー・エス・ジェイと大阪・関西地域の活性化に向

けた協業検討に関する基本協定を締結するとともに、２０２０年１１月２７日、ハウステ

ンボス株式会社と事業連携に関する協定を締結した。 

 

（３）環境影響評価手続きの準備 

   環境影響評価準備書作成に向けて現況調査を実施した。また、現況調査結果や基本計画

を踏まえた環境影響の予測評価を開始した。 

 

２ その他博覧会に関する事業の準備 

（１） 広報・啓発活動 

・広報活動 

  公式ホームページ、公式ＳＮＳ等による発信や記者会見の実施、国内外メディアへの

対応等多様な手法により広報活動を展開するとともに、各種広報ツール・活動手法の検

討を行った。２０２０年度は、「People’s Living Lab 促進会議」中間報告公開、プロ

デューサー決定、ロゴマーク公募及び最優秀作品の決定、基本計画の策定等重要事項の



 

 

発表を行った。また、参加国招請活動や各国・国際機関による公式参加表明の情報発信、

国際シンポジウムをはじめとする各種オンラインイベント開催の告知、報告等、公式ホ

ームページを活用した情報発信を強化した。また、３月５日の開幕１５００日前には、

公式ホームページに記念バナーを掲載するとともに、万博アンバサダーからのメッセー

ジを公式ＳＮＳより発信した。 

     ・啓発活動 

まず、ロゴマークについて、２０２０年８月の決定後、その活用及び商用利用に向け    

た検討を進めた。次に、大阪府と連携し府内の小学校５校、中学校９校において教育プ

ログラムを実施し、子どもたちに万博や SDGｓについて学びの機会を提供するとともに、

自ら課題解決について考えるきっかけ作りを行った。そして、更なる万博機運の醸成に

向け、万博における楽曲活用のあり方について検討するとともに、１年延期となったド

バイ万博日本館内の大阪・関西万博 PR ブースの整備検討等を行った。その他、２０２

０年１０月には「TEAM EXPO 2025」プログラムの参加募集を開始する等、あらゆる分野

で機運醸成に向けた活動を行った。 

 

（２）博覧会国際事務局（ＢＩＥ）等国際関係調整 

ＢＩＥ総会で登録申請書が確実に承認を得られるよう経済産業省と共にＢＩＥおよび加

盟国との調整を行い、無事、承認を得た。 

その他、ＢＩＥ情報コミュニケーション委員会、ＢＩＥ執行委員会を通じたＢＩＥとの

情報共有を行った。 

 

（３）参加国招請活動 

２０２０年１２月１日のＢＩＥ総会での登録承認後、政府と連携して、各国及び国際機

関への正式な参加招請活動を開始した。 

    招請活動の対象と想定する約２００か国を６つに分けた各エリアに国際機関を加えた７

グループにそれぞれエグゼクティブ・リエゾン・ディレクター及びリエゾン・ディレクタ

ーを置き、政府、関係機関と連携しながら、招請活動を展開した。１４か国、２国際機関

から公式参加が表明された（２０２１年３月３１日時点）。 

また、ドバイ万博の会期変更（新会期：２０２１年１０月１日～２０２２年３月３１日）

を受けた招請活動等に向け、対応準備を進めた。 

 

（４）その他の活動 

２０２１年３月２５日、独立行政法人国際協力機構（JICA）と独立行政法人日本貿易振

興機構（ジェトロ）双方と包括的な連携を推進する協定を締結した。 

 

３ 事務局体制の整備・強化と財政基盤の確立に向けた検討 

（１）事務局体制の整備・強化 



 

 

関係規程等の整備を着実に行うとともに、事務局体制の整備・強化を進め、今後の組織

や運営体制のあり方等の検討を行った。 

 

（２）財政計画の策定と予算の効率化・効果的な執行 

財政計画の策定に向けた準備を行うとともに、予算の効率的かつ効果的な執行体制の整

備を行った。 

寄附を検討している企業、個人等に対し寄附を依頼するとともに、公益財団法人 JKA と

公益社団法人全国競輪施行者協議会に協力を求め、「大阪・関西万博協賛競輪」が２０２１

年６月１０日～１３日に福井で開催されることとなった。 

 

４ 社員総会・理事会の開催 

（１）理事会（２０２０年６月５日） 開催方法：決議省略の方法による 

審議事項 

・２０１９年度決算に係る計算書類等の承認の件 

・定時社員総会を開催することなく、総会の目的事項について決議の省略を行う件 

・定時社員総会を開催することなく、総会の目的事項について報告の省略を行う件 

    出 席 等 

    提案書に対し、理事１６名全員の書面による同意及び監事２名全員の書面による確認 

   の意思表示を得た日をもって、理事会の決議があったものとみなされた。 

 

（２）社員総会（２０２０年６月２５日） 開催方法：決議省略の方法による 

                         報告省略の方法による 

   審議事項 

・理事の選任の件 

・２０１９年度決算に係る計算書類の承認の件 

報告事項 

・２０２０年度の事業計画書、収支予算書、資金調達 及び設備投資見込みを記載した書

類の報告の件  

・２０１９年度の事業報告の件 

出 席 等 

提案書に対し、社員１１名全員の書面による同意の意思表示を得た日をもって、社員

総会の決議があったものとみなされた。 

 

（３）理事会（２０２０年６月２５日） 開催方法：決議省略の方法による 

審議事項 

・会長及び副会長の選定の件 

・代表理事の選定の件 



 

 

・会長職を代行する副会長、事務総長及び副事務総長の順序を定める件 

・評議員の選任の件 

・財務委員の選任の件 

・職員就業規程の改定の件 

・事業報告等に係る提出書類の承認の件 

    報告事項 

    ・プロデューサーの選定及びシニアアドバイザーの追加の件 

出 席 等 

    提案書に対し、理事１８名全員の書面による同意及び監事２名全員の書面による確認 

   の意思表示を得た日をもって、理事会の決議があったものとみなされた。 

 

（４）理事会（２０２０年７月９日） 開催方法：報告省略の方法による 

    報告事項 

    ・プロデューサーの就任の件 

    ・シニアアドバイザーの就任の件 

 

（５）理事会（２０２０年９月２４日） 開催場所：全国都市会館(東京都千代田区) 

審議事項 

・公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会事務局組織規程の一部改定の件 

報告事項 

    ・会長、事務総長及び副事務総長の職務の執行状況の件 

    ・寄附受領の件 

    ・ロゴマーク使用ガイドラインの件 

出 席 等 

    決議に必要な出席理事の数１０名、出席１４名、欠席４名、監事出席２名 

 

（６）理事会（２０２０年１１月１８日） 開催方法：決議省略の方法による 

審議事項 

・臨時社員総会の開催に関する件 

出 席 等 

提案書に対し、理事１８名全員の書面による同意及び監事２名全員の書面による確認  

の意思表示を得た日をもって、理事会の決議があったものとみなされた。 

 

（７）社員総会（２０２０年１２月８日） 開催場所：当協会道修町オフィス(大阪市中央区) 

審議事項 

・理事の選任の件 

出 席 等 



 

 

     全議決権数１１、決議に必要な議決権数６、有効議決権数１１ 

     理事出席１２名、欠席５名、監事出席１名、欠席１名 

 

（８）理事会（２０２０年１２月８日） 開催場所：当協会道修町オフィス(大阪市中央区) 

審議事項 

・副会長の選定の件 

・会長職を代行する副会長、事務総長及び副事務総長の順序を定める件 

報告事項 

    ・ロゴマークの商用利用の件 

    ・登録承認に関する件 

    ・今後の参加招請に関する件 

出 席 等 

    決議に必要な出席理事の数１０名、出席１３名、欠席５名、監事出席１名、欠席１名 

 

（９）理事会（２０２０年１２月２３日） 開催方法：決議省略の方法による 

審議事項 

     ・臨時社員総会の開催に関する件 

     ・指定寄附金の指定申請の件 

出 席 等 

提案書に対し、理事１８名全員の書面による同意及び監事２名全員の書面による確認 

の意思表示を得た日をもって、理事会の決議があったものとみなされた。 

 

（１０）理事会（２０２０年１２月２５日） 開催方法：決議省略の方法による 

審議事項 

    ・２０２５年日本国際博覧会基本計画の策定の件 

出 席 等 

提案書に対し、理事１８名全員の書面による同意及び監事２名全員の書面による確認 

の意思表示を得た日をもって、理事会の決議があったものとみなされた。 

 

（１１）社員総会（２０２１年１月１５日） 開催方法：決議省略の方法による  

審議事項 

・理事の選任の件 

出 席 等 

提案書に対し、社員１１名全員の書面による同意の意思表示を得た日をもって、社員 

総会の決議があったものとみなされた。 

 

（１２）理事会（２０２１年１月１５日） 開催方法：決議省略の方法による 



 

 

審議事項 

    ・副会長の選定の件 

    ・会長職を代行する副会長、事務総長及び副事務総長の順序を定める件 

出 席 等 

提案書に対し、理事１９名全員の書面による同意及び監事２名全員の書面による確認

の意思表示を得た日をもって、理事会の決議があったものとみなされた。 

 

（１３）理事会（２０２１年３月１０日） 開催場所：当協会道修町オフィス(大阪市中央区) 

審議事項 

    ・２０２１年度事業計画、収支予算書、資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類

の承認の件 

・２０２５年日本国際博覧会協会寄付金募集基本方針及び寄付募集計画の策定の件 

・公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会組織規程の一部改定の件 

・副事務総長の職務権限規程の改定の件 

    報告事項 

・会長、事務総長及び副事務総長の職務の執行状況の件ロゴマークの商用利用の件 

・参加招請状況の件 

    出 席 等 

      決議に必要な出席理事の数１０名、出席１６名、欠席３名、監事出席２名 

 

５ 役員就退任 

・２０２０年 ５月１２日 理事及び副会長退任（池田博之氏） 

・２０２０年 ６月２５日 理事及び副会長就任（深野弘行氏、塚本能交氏） 

・２０２０年１２月 ３日 理事及び副会長退任（井戸敏三氏） 

・２０２０年１２月 ８日 理事及び副会長就任（國部毅氏） 

・２０２１年 １月１５日 理事及び副会長就任（仁坂吉伸氏） 

 

６ 事務局体制 

 （１）職員数の推移 

 ・２０２０年 ４月 １日 職員１７２名に増員 

・２０２０年 ７月 １日 職員１７９名に増員 

 ・２０２０年１０月 １日 職員２０４名に増員 

・２０２１年 １月 １日 職員２１１名に増員 

    ・２０２１年 ３月３１日 職員１８４名に減員 

 

 （２）事務局組織の変遷 

・２０２０年１０月１日付けで企画局に危機管理部を設置し、同部に危機管理課を置く 



 

 

    事務局体制図（2020年４月１日時点） 

 
 

事務局体制図（2020年 10月１日時点） 

 

 



 

 

７ 主な契約案件 

（１）２０２５年日本国際博覧会にかかる環境影響評価準備書・評価書作成業務 

・契約の相手方  一般財団法人 日本気象協会 

・契約金額    １６４，８１６，３００円（税込） 

・契約期間    ２０２０年４月１４日～２０２１年３月１５日 

 

（２）２０２５年日本国際博覧会 会場基本計画策定調査業務（その２） 

・契約の相手方  日建設計総合研究所・日建設計・日建設計シビル共同企業体 

・契約金額    １８５，８６７，０００円（税込） 

・契約期間    ２０２０年６月１１日～２０２１年３月１５日 

 

（３）２０２５年日本国際博覧会 プロジェクトマネジメント支援業務 

・契約の相手方  株式会社山下 PMC ・ 阪急コンストラクション・マネジメント株式 

会社 共同企業体 

・契約金額    １３２，０００，０００円（税込） 

・契約期間    ２０２０年６月１６日～２０２１年３月１５日 

 

（４）２０２５年日本国際博覧会 ICT基本計画策定業務 

・契約の相手方  アクセンチュア株式会社 

・契約金額    １６８，３００，０００円（税込） 

・契約期間    ２０２０年８月１９日～２０２１年６月３０日 

 

（５）２０２５年日本国際博覧会 会場基盤設計業務 

    ・契約の相手方  玉野総合コンサルタント・日本工営共同企業体 

・契約金額  １０５，７７６，０００円（税込） 

・契約期間  ２０２０年１２月１８日～２０２２年２月２８日 

 

８ 資金の確保 

（１）寄附金収入           １０，１００，３７６，６２０円 

  １ 一般寄附金（現金寄附）         ２４，８２０，０００円 

  一般寄附金（現物寄附）      ２５，６８８，５２０円 

２ 特別寄附金        １０，０４９，８６８，１００円 

 

（２）補助金収入                 ６６０，６３４，２８４円 

１ 国庫補助金              ３３０，３１７，１４２円 

２ 地方公共団体補助金等      ３３０，３１７，１４２円 

 



 

 

 

 

 

事業報告書の附属明細書 

 

 

 

２０２０年度事業報告（２０２０年４月１日から２０２１年３月３１日まで）には、

「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第３項に規定する

附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」として記載すべきことはない。 


